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積雪寒冷地における諦質劣化要因の摘出

－桑品種と飼育・萩中環境の影響一一一
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1　は　し　が　き

東北地方における春蚕期の繭質は検定成熟こおいて全国

平均を下回り・中でも生糸量歩合や解じ上率が劣る傾向に

ある。そこで・この原因を究明するための一助として東北

地方の各試験研究機関が共通の設計に塞き．昭和55～57年

度の3か年にわたり本試験を実施した。本頃においては昭

和55年に桑品種及び飼育・族中環境が繭質に及ぼす影響に

ついて検討したので，その概要を報告する。

2：試　験　方　法

昭和55年春蚕期に福島，宮力乱岩手，山形，秋田の5県

6場所において表1の基本試験設計により本式巌を行っ

た0更に調査事項としては飼育凋査．鏑質調査及び繰糸調

査，桑に関する調査等を実施した。

表1基本試験設計

鳳
4　～ 5　齢 族　　　 中

用 桑 飼育温度 飼育温度 温度 温度 気流
1

2

3

4

改 良
鼠返し

25℃ 70 ％
25℃ 70％

0．3へノ0．5

砂侶

自　 然

自然温度 自然温度
25℃ 70％

自　 然
5

6

7

8

剣　 持
25℃ 70％

25℃ 70％

0．3′、0．5

秒侶

自　 然

自然温度 自然温度
25℃ 70 ％

自　 然

注．供試蚕品種　 春月 ズ宝鐘

供試蚕数　　4齢起盛より各区1．000頑

3　結果と考察

川　飼育・顔中環境設定状況：25℃，70％R出区（以下

凋整区とする）ではほぼ目標温湿度に調整されていたが．

温湿度無調整区（以下自然区）では調整区よりも低温・多

湿で経過した。中でも，飼育環境では岩手がやや低温であ

り・顔中環境は福臥秋田がやや高温であった。

（2）桑に関する調査結果：発芽では剣持の方が脱葛が

改良鼠返よりも1～4日程早まったが．掃立時あるいは5

齢乗付時の開葉数では場所間に差はなかった。しかし，水

分率では岩手で改良鼠返，剣持ともに他より多かった。

（3）飼育成績：4～5齢の経過日数は調整区に比し自

然区は1～3日延長した。このため総重量も自然区の方が

粛整区よりも増加し．蛸体重や繭重，収繭量も重い傾向と

なった0しかし，繭層重に明確な差が認められないこと．

あるいは健嫡歩合や普通繭1極当りの用彙量では自然区で

劣ったことなどから，自然温度による飼育は繭重が増加す

る反面・繭層歩合や繭生産効率あるいは健康度等が劣るも
のと思われた。

（4）繰糸成績：繭糸量，解じ⊥率，生糸量歩合に喪中

環境の影響が顕著に認められた。すなわち，繭糸量は自然

区が摩り，解じょ率と生糸量歩合は調整区が優った。

l引　桑品種の影響：桶体重では桑品種による差は認め

られないが・繭層軋収繭量．繭生産効率についてはいず

れも・改良見返＞剣持の傾向にあった。更に．繰糸項目で

も同様の傾向を示し．特に繭糸乱生糸虫歩合では顔著な
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表2　桑に関する調査

場 所

福 島

桑 品種

改 鼠

樹齢 （畔）　6 仕 立

中 刈

脱 繭 月 日 掃 立 時 開 幸枚 数 掃 立 月 日 5 齢 桑 付 時枚 数 水 分率 （5 齢 盛 食 期 ）

4 － 29 7 5 － 20 16 79．0

剣　 持 9 中　 刈 4 － 27 7 〝 15 77．7

74．0
宮　 城

改 鼠

市 平 ＊

改 鼠

剣 持

改 鼠

剣 持

改 鼠

10

30

5

高根 刈

根 刈

高根 刈

5 －　 5 6 5 － 24 16

4 － 29

5 － 7

6 〝 15 75．0

岩手 （水）
8 5 － 26 15 82．0

5

7

高根 刈

中 刈

5 － 3

5 － 13

8

7

〝 13 83．1

岩 手（一）
5 － 28 13 74．0

7

13

中 刈

中 刈

5 － 12

5 － 7

8 〝 12 67．5

山　 形
9 5 － 27 17 7 5．8

剣 持

改 鼠

剣 持

13

9

中 刈

根 刈

5 ． 4

5 － 4

8 〝 14 75．7

秋　 田
6 5 － 27 14 75．5

9 板　 刈 5 －　 3 8 〝 16 76．5

注．＊：他に赤木，ゆきしのぎ供試
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図1蛸体重及び繭層重

差が認められた。

次に，各場所間の差を分散分析により検討した結果・す

べての項目で有意差が得られた。一方，場所間と他の変動

困（桑品種，飼育族中環境）との交互作用でも有意差が多

数認められたことから．飼育・庚申環境や桑品種の影響が

場所間で異なってあらわれていることが認められた。すな

わち，東北地方の南部に位置する県（特に福島．宮城）で

は調整区の万が自然区よりも多数の項目で優っているのに

対し，他県ではその逆の傾向を示し，自然区の方がやや優

る傾向がみられる。同様に桑品種の影響についても・自然

表3　分敵比（Fo）一覧表

区においては，東北南部では剣持は改良鼠返と同等な成績

が得られたのに対し，北部では改良鼠返が剣持よりも優る

傾向となった。これらのことから．東北地方における春蚕

期の鏑質を考える場合，地域により環境（温度．湿度）と

桑品種の影響度が異なり．東北地方南部に位置する比較的

温暖地域では春蚕期の気象的影響よりも桑品種の影響が強

まり．北部の比較的冷涼な地域では環境の影響が逆に高ま

るため．地域的な繭質の差が生ずるものと思われた。
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図2　生糸量歩合及び解じょ率

　　 項 目

変 動 困

婦 体 重 鏑 層 重
1 万 頭

収 繭 量

繭 1 吻 当

用 重 量
繭 糸 長 繭 糸 量 解 じ⊥率

生 糸 壷

歩 合

　＊＊

桑　　 品　　 種 （A ） 0．0 0 4 5．4 1 5 1，1 4 6 9．6 0 8 ＊ 2．8 8 9 10，76 4 ＊ 2．3 0 9 16，3 6 1

飼 育 ・上 族 温 湿 度 （B ） 4．6 2 9 0．9 7 8 2，3 5 8 4，9 0 2 5．66 3 犯 0 6 8 ＊＊ 9．4 4 2 ＊ 7．0 0 5＊

場　　　　　　 所 （C ） 8．7 6 9 ＊ 20．6 2 1＊＊ 56，3 18 ＊＊ 48．23 3 ＊＊ 6，0 78 ＊ 7 1，2 8 3 ＊＊ 6．16 7 ＊ 7，6 5 6＊

A　　 X　　 B 0 ．0 0 4 0．0 3 1 4．0 0 4 2．2 34 0 ．1 5 7 2，10 6 0．0 0 1 0．6 1 3

A　　 X　　 C 1．8 5 2 10．96 5 ＊ 10，39 6 ＊ 13，0 9 9＊＊ 3．0 4 2 58．4 18 ＊＊ 1．1 46 4．2 0 6

8　　 X　　 C 3．1 1 8 5．6 9 5 ＊ 10，9 3 3 ＊ 10，1 4 3＊ 8．4 2 4 ＊ 4 2，1 16 ＊＊ 1．9 7 4 5，4 8 3 ＊

繭質の劣化要臥特に解じ上率と生糸量歩合に対して彰　境が大きく影響することが認められ・過去における珪々の

響度の大きい要因は，解じょ率では族中の温湿度の影響が　報告と一致した結果となった。

最も大きく．生糸星歩合では桑品種，次いで飼育・族中環




